
５　原因・動機別の自殺者数の推移
○原因・動機別の自殺の状況については、平成19年の自殺統計から、原因・動機を最大３つま
で計上することとし、より詳細に原因・動機を公表している。
平成18年までの状況についてみると、10年に自殺者が急増した際には、「家庭問題」や「勤
務問題」が若干増加し、「健康問題」や「経済・生活問題」が大きく増加している。その後
「健康問題」は減少傾向にあったが、15年に一旦増加した。「経済・生活問題」については、
10年の急増の後、横ばいで推移したが、14年、15年と更に増加し、その後は減少傾向にあ
る。

	 第1-14図	 平成18年までの原因・動機別の自殺者数の推移
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○平成19年以降の原因・動機別の自殺の状況をみると、「健康問題」が最も多く、次に「経
済・生活問題」が多い。推移としては、「健康問題」、「経済・生活問題」共に減少している。

	 第1-15図	 平成19年以降の原因・動機別の自殺者数の推移
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●自殺の現状第１章


